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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。
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開所から3年経ち、徐々
に入居者様の身体状況も
重度化している。関係機
関、ご家族様との協力を
もっと密にとる必要があ
る。

特定の地域の方との交流
はあるが、まだまだ地域
の方とのかかわりは少な
い。

入居者様の状況把握を
し、必要な支援が受けら
れるよう関係機関、ご家
族との信頼関係づくり。

地域に貢献できる施設と
して理解してもらう。開
けた施設を目指す。
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入居者様の認知症状、身
体状況に合わせた適切な
ケアを、個々の職員が理
解し、実施する事に大き
な差がある。

経験者、新卒がお互いに
意見を出し合い、経験年
数に関係なく、同様のケ
アを行える事で、ケアの
質を下げない。

事業所名　グループホーム　木だち

作成日　 平成30年2月24日

全体会議、各ユニット会
議でお互いが意見を出し
やすい雰囲気を作る。年
間で研修予定をたて職員
が講師となって研修を行
う。

1年

職員各々が入居者様の状
態を把握し、関係機関、
ご家族様へ適切に情報を
提供する。また、得た情
報を適切に共有する。

法人特養に場所を借りカ
フェを開催。地域の方が
施設に入りやすい雰囲気
作り。相談窓口として交
流を持っていく。

1年

1年

一万人市民委員会宮城


